
―平成２６年度 近畿盲学校教育研究会 重点部会（重複障害教育）及び 

 平成２６年度 特別支援学校ネットワーク構築事業（自立活動の専門的な 

 技術向上のための研究会― 

 

 

 

演題 「知的障害をあわせもつ生徒への卒業後を 

見据えた教科指導・自立活動のあり方について」       

講師  中野 泰志 （慶應義塾大学教授） 

 １９６１年山口県生まれ、心理学者。東京国際大学教養学部人間関係学科卒業、 
慶應義塾大学大学院社会学研究科修士課程修了。現在、慶應義塾大学経済学部教授。
専門は実験心理学、障害児心理学、ヒューマンインタフェース。研究課題は、感覚障
害を併せ持つ重複障害児・者の支援技術に関する研究。 
 

日時 平成２６年１１月１０日(月)1４:３0～1６:３0 
 

参加費 無料 

会場  兵庫県立視覚特別支援学校 

     〒655-0884 神戸市垂水区城が山４丁目２－１ 

         （山陽電車「滝の茶屋」駅下車 北西へ徒歩５分） 

参加申し込み 
 参加を希望される方は、県立視覚特別支援学校 教頭（足立鋼治）まで、ＦＡＸで 

お申し込みください。 

駐車場はございませんので、公共の交通機関をご利用ください。 

   FAX 078―751―３254  TEL 078―751―3291   

 

ＦＡＸ送信票 

１１月１０日の「公開教育講演会」に参加します。 

    １０月３０日（木）締め切り  

※職種等の欄には、教員、支援員、施設職員、保護者などのご記入をお願いします。 

ご所属（またはご住所） 職種等 お名前 ご連絡先電話番号 
 

     

     

     

公開教育講演会 

※切り取らずに、このままＦＡＸしてください。 


